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創立者・大倉喜八郎は、111年前、学生たちに、

社会で活躍するために守るべき四つのことを語っています。

（大倉商業学校演説集　明治35年）

第一に 正直でなければならぬということである。

第二には 進取の観念というのを頭脳に注入することが最も必要だ。

第三には 義務を果たす根性が強くなければならぬ。

第四は 辛抱すなわち忍耐ということである。

進 取 の 観 念 を も っ て、 Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ　 Ｔ Ｏ Ｐ ３ ０ 計 画。

四 つ を、 守 る。
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延
べ
３
０
０
名
の

学
生
、
職
員
が
被
災
地
で
活
動

　

２
０
１
１
年
７
月
、
震
災
直
後
か
ら
活
動

し
て
来
た
本
学
職
員
有
志
は
「
東
京
経
済
大

学
・
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
職
員
有
志
の

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
た
だ
ち
に
被
災
地
へ

の
学
生
派
遣
を
企
画
、
こ
れ
を
本
学
は
、
創

立
１
１
０
周
年
を
機
に
打
ち
出
し
た
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ  

Ｔ
Ｏ
Ｐ
30
計
画
」
の
一
環
と
し
て
、

「
学
内
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
学
内
Ｇ

Ｐ
）」
に
採
択
し
た
。
昨
年
度
は
８
月
か
ら

11
月
に
か
け
、「
父
母
の
会
」
の
支
援
も
受

け
な
が
ら
、
計
５
度
に
わ
た
っ
て
延
べ
１
３

５
名
の
学
生
（
留
学
生
を
含
む
）
と
職
員
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
岩
手
県
陸
前
高
田
市

や
宮
城
県
南
三
陸
町
・
七
个
浜
町
な
ど
で
復

興
作
業
を
行
っ
た
。
そ
し
て
２
０
１
２
年
度
、

8
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
延
べ
１
６
０
名

の
学
生
（
留
学
生
を
含
む
）
と
職
員
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
に
赴
い
た
。

　

被
災
地
の
復
旧
復
興
の
状
況
は
、
そ
の
土

地
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
だ
が
、
岩
手

県
や
宮
城
県
の
沿
岸
部
な
ど
に
は
、
今
な
お

多
く
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要
と
す
る

地
域
も
多
々
あ
る
。
本
学
職
員
有
志
が
息
長

く
活
動
を
続
け
る
の
は
、
そ
う
し
た
被
災
地

　謹んで新春のお喜びを申し上げます。皆
様にはこれまでの本学へのご協力に感謝申
し上げます。
　私立大学を取り巻く環境は、18歳人口の
長期的減少傾向と大学進学率が50％を超
えた現状等から、一層厳しさを増していま
す。多くの私立大学は定員割れの状況で需
給バランスは崩れており、大学間競争の激
化と統廃合の時代を迎えようとしています。
これらに対応して、本学は、建学の精神や
教育理念に基づく教育研究活動の将来にわ
たる発展のために、法人と大学とが一体と
なった改革を進めることが求められていま
す。学長ビジョンは、本学の建学の理念を
具現化しながら、教育・研究のみならず、学
生支援や社会貢献、環境への配慮等広い分
野でバランスのとれた総合力を発揮するこ
とを目指しており、法人は中長期的な事業
計画・経営ビジョンを策定し、着実に実現
するための財政支援を行うこととしました。
　また、国分寺第一期キャンパス整備計画
は順調に推移し、新５号館が昨年の
春から稼働し、引き続き、新図書館
の建設が秋から開始されました。新
図書館竣工後の2014年度に現図書
館を大規模改修し、「大倉喜八郎  
進一層館（通称Forward Hall）」を
名称とすることも決定しております。
改修計画費用の一部を学内・卒業生
ほか関係先に寄付をお願いすること
とし、現在、改修計画協賛募金に取
り組んでおります。
　本年も、皆様のご協力宜しくお願
い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
皆さまから旧年中に賜りました温かいご支
援、ご協力に対しまして厚く御礼申し上げ
ます。新しい年が皆様にとりまして実りの
多い幸せな年であることを心より祈念申し
上げます。
　大学を取り巻く環境は、極めて厳しいも
のがあります。その中で、113年の伝統を
継承しつつも、それに甘えることなく、改
革を重ね、新たな伝統を築いて、質の高い
大学に飛躍するために、創立110周年に際
して「TOKYO TOP30計画」を宣言しま
した。それは、教育品質、研究実績、就職
満足度、学生支援、環境の良さ、国際性、
社会貢献において、首都圏の国公立私立
200あまりの大学の中で上位に入ることを
目指していくビジョンです。全学を挙げて
その推進に邁進しています。
　本学の近年の取り組みは、外部でも高く
評価されています。例えば、全国の進学校
といわれる高校の進路指導担当教諭を対象
に実施された調査（大学通信）によ
れば、東京経済大学は2012年12月、
大きすぎず評価できる大学として、
全国の私立大学中でトップ10入りし
ました。これからも、本学の特色を
最大限に活かして、主役である学生
の皆さんが快適な環境のもとで勉学
や課外活動などに励み、満足度が最
大になるように教育品質の向上、学
生支援の強化などに鋭意努めてまい
ります。
　本年もどうぞよろしく、お願い申
し上げます。

新
た
な
一
年
、
出
発
に
際
し
て

東経大の
社 会 貢 献 1

２
年
目
の
真
実

私
た
ち
が

見
た
も
の
、
感
じ
た
こ
と

東北地方と関東地方の太平洋沿岸部に

甚大な被害をもたらした東日本大震災。

発生からこの春で２年を迎えるが、

メディアをはじめ、社会の関心は

次第に薄れつつある。

だが、被災地ではいまなお

多くの人々が復興への厳しい

道のりを歩いている。

現地に赴いたからこそ見える

課題、感じる希望を

職員、学生の声で紹介する。

2012年９月９日、本学有志が仙台市若林区の畑跡
地で細かい石や瓦礫などの撤去作業を行いました。
そして２か月後の11月18日、同地を再度訪れたと
ころ、荒地が見事な畑に復活していました。少しず
つ、しかし確かに、東北は復興の道を歩んでいます。

学
校
法
人 

東
京
経
済
大
学
　
理
事
長 

岩
本 

繁

東
京
経
済
大
学
　
学
長 

久
木
田 

重
和

東
日
本
大
震
災
　
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



4東京経済大学報　2012年度　第45巻　第2号5 東京経済大学報　2012年度　第45巻　第2号

員
は
、
陸
前
高
田
市
の
小
友
町
の
水
田
復
興

の
た
め
、
水
路
に
詰
ま
っ
た
泥
を
取
り
除
き
、

土
の
中
の
釘
や
ご
み
な
ど
を
拾
う
作
業
に
参

加
し
た
。
一
面
に
広
が
っ
た
美
し
い
水
田
地

帯
か
ら
広
田
崎
周
辺
は
、
か
つ
て
は
散
策
の

場
と
し
て
も
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
以
前

の
よ
う
な
風
景
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
ど

う
し
て
も
人
の
手
が
欠
か
せ
な
い
。

 

「
１
年
半
以
上
経
っ
た
の
に
、
ま
だ
や
る
べ

き
こ
と
が
多
く
、
そ
の
割
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
集
ま
っ
て
い
な
い
現
実
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
る
学
生
も
い
ま
す
。
ど
れ
だ
け
一
生
懸

命
作
業
し
て
も
、
達
成
感
よ
り
も
や
り
残
し

感
の
ほ
う
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。
学
生
に
は

﹃
一
人
で
は
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
範
囲
で

こ
れ
か
ら
も
参
加
し
、
復
興
に
か
か
わ
っ
て

い
け
ば
い
い
﹄
と
話
し
て
い
ま
す
」（
永
山
）

　

持
久
戦
化
し
た
復
興
に
多
く
の
人
々
が
か

か
わ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
大
学
や
企
業
、

地
域
な
ど
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
へ
の
窓

口
が
数
多
く
用
意
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

永
山
は
考
え
る
。

 

「
農
地
の
が
れ
き
を
拾
う
人
手
が
足
り
な
い

た
め
に
離
農
す
る
人
も
い
ま
す
。
東
北
の
魅

力
で
あ
る
農
業
、
漁
業
の
復
興
に
は
多
く
の

人
手
が
今
後
も
必
要
で
す
。
支
援
を
必
要
と

す
る
人
が
い
る
以
上
、
私
た
ち
は
手
伝
い
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
東
京
経
済
大
学

の
の
ぼ
り
を
立
て
て
行
う
こ
と
に
誇
り
と
喜

び
を
感
じ
ま
す
」（
永
山
）

被
災
者
の
生
活
を

想
像
す
る
力
が
必
要

　

被
災
地
の
現
状
を
見
つ
め
、
支
援
を
考
え

る
と
き
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
は
想
像
力
だ
と
永
山
は
言
う
。

 

「
第
一
次
産
業
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
が
多

い
東
北
で
は
、
都
市
が
復
旧
し
て
も
地
域
全

体
が
復
旧
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
港
が
修

復
さ
れ
て
も
、
漁
師
の
網
が
使
え
な
い
ま
ま

で
は
漁
は
再
興
し
た
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ

う
。
復
興
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
私

た
ち
が
気
づ
か
な
い
問
題
点
は
実
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
」（
永
山
）

　

産
業
の
復
興
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
中
の

潤
い
を
取
り
戻
す
こ
と
も
大
切
だ
。
復
興
庁

に
よ
る
と
２
０
１
２
年
11
月
１
日
現
在
、
仮

設
住
宅
な
ど
に
入
居
す
る
避
難
者
の
数
は
全

国
で
30
万
人
余
。
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
建
て

ら
れ
た
仮
設
住
宅
で
の
生
活
に
避
難
者
は
ど

ん
な
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て

駆
け
回
っ
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
影
響
が
生

ま
れ
て
い
る
か
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
生
ま
れ
て
く
る
と

永
山
は
考
え
る
。
そ
う
し
て
想
像
し
続
け
る

こ
と
が
、
震
災
の
教
訓
を
次
の
世
代
に
引
き

の
状
況
を
学
内
で
共
有
し
合
い
、
理
解
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
全
国
に
目
を
向
け
る
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
参
加
者
は
大
き
く
減
少
し
て
い

る
。
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
の
調
査
で
は
、

岩
手
・
宮
城
・
福
島
３
県
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
者
数
は
、
震
災
発
生
か
ら
８
月
中
旬

ま
で
、
１
か
月
あ
た
り
11
万
２
７
０
０
人
～

18
万
１
０
０
０
人
で
推
移
し
た
。
し
か
し
そ

の
後
は
減
少
し
、
２
０
１
２
年
11
月
11
日
ま

で
の
１
か
月
で
は
そ
の
数
は
１
万
７
７
０
０

人
と
、
ピ
ー
ク
時
の
10
分
の
１
以
下
ま
で
に

減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

 

「
去
年
の
夏
な
ど
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
乗

せ
た
大
型
バ
ス
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
駐
車

場
が
足
り
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

い
ま
は
そ
う
い
う
風
景
を
見
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
被
災
地
を
訪
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
数
は
明
ら
か
に
減
り
、
熱
気
も
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
」（
東
京
経
済
大
学
・
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
職
員
有
志
の
会　

永
山
和

彦
会
長
）

生
活
者
の
目
で

細
や
か
に
復
興
を
考
え
る

 

「
被
災
地
は
今
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
復
興
へ
の
道
は
ま
だ
長
い
こ
と
は
、
実

際
に
被
災
地
に
立
つ
こ
と
で
実
感
で
き
る
。

復
興
へ
の
持
久
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
」
と

永
山
は
言
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

学
生
、
職
員
に
は
二
度
、
三
度
と
被
災
地
を

訪
れ
る
者
も
少
な
く
な
い
が
、
事
実
、
彼
ら

が
共
通
し
て
口
に
す
る
言
葉
は
、「
進
ん
で

い
る
部
分
は
確
か
に
あ
る
。
だ
が
、
ま
だ
ま

だ
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
い
う
こ

と
だ
。

　

震
災
か
ら
２
年
近
く
が
経
と
う
と
し
て
お

り
、
確
か
に
現
地
の
様
子
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
被
災
地
の
市
や
町
、
村
の
中
心
地

域
で
の
瓦
礫
の
撤
去
は
一
段
落
し
て
い
る
こ

と
は
実
際
に
現
地
に
立
て
ば
一
目
瞭
然
と
い

う
。
津
波
で
流
さ
れ
て
き
た
自
動
車
が
山
積

み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
風
景
は
徐
々
に
少

な
く
な
り
、
市
街
地
の
多
く
は
更
地
に
な
っ

て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
以
前
の
よ
う

な
生
活
を
送
れ
る
環
境
を
取
り
戻
し
た
わ
け

で
は
な
い
と
永
山
は
説
明
す
る
。

 

「
一
見
、
き
れ
い
に
片
付
い
た
土
地
も
、
地

表
を
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
細
か
い
ガ
ラ

ス
片
や
砂
利
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ま
ま

で
は
宅
地
に
も
農
地
に
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
ガ
ラ
ス
片
や
砂
利
は
、
重
機
で
除
去

す
る
の
が
難
し
く
、
人
が
地
道
に
掘
り
出
し
、

分
別
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

す
」（
永
山
）

　

昨
年
の
夏
、
東
京
経
済
大
学
の
学
生
、
職

大きな瓦礫はあらかた撤去されていま
したが、それでも瓦礫の中から10人
がかりで運ぶような鉄骨が見つかるこ
ともありました。

田畑の中を片付けても、水路が埋ま
ったままでは水を流すことができま
せん。実際に農業や漁業を再開する
ためには、いろいろな課題を解決せ
ねばならず、その一つひとつに人手
が必要です。

片付けた土地は、農地や宅地として少しず
つ再生しています。離農したり、東北の地
を離れたりする人も多い中、少しでも目に
見えるかたちで成果があげられれば、「自
分もここで頑張ってみよう」と思う人も出
てくるはずです。

「東京経済大学」ののぼりを立てて作業する様子を見た地
元の人が、「東京経済大学がわざわざやってきてくれた。
ありがとうございます」と、ブログに書き込んでくれたこ
ともあります。東経大生へりんごを差し入れてくれた住民
もいましたし、活動に来ている卒業生が話しかけてくるこ
とも度々ありました。こういうささやかな反応が、ボラン
ティアの大きな励みになります。
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日本語の総合的な運用能力を

測る「日本語検定」。採用に

あたって、検定認定者を評価

する企業も多いこの検定試験

において、東京経済大学は

2012年度、団体優秀賞を受

賞した。主に1年生を対象に

した「文章表現基礎」を担当

し、本学学生の日本語運用能

力の向上に取り組む上野麻美

准教授に、「現代の若者と日

本語」についてインタビュー

した。

正
し
い
日
本
語
に

こ
だ
わ
る
場
を
与
え
る

　

日
本
語
検
定
合
格
を
一
つ
の
目
標
に
し
て
い
る
「
文
章

表
現
基
礎
」
は
、
私
を
含
め
て
６
名
の
教
員
が
担
当
し
、

17
ク
ラ
ス
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
選
択
科
目
で
す
が
非
常

に
人
気
が
高
く
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る
希
望
者
が
集
ま

り
ま
す
。

　

こ
の
科
目
が
人
気
を
集
め
る
理
由
に
、
学
生
の
「
自
分

の
日
本
語
に
対
す
る
不
安
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
授
業

で
は
、
最
初
に
自
己
紹
介
文
を
書
き
ま
す
が
、「
文
章
を

書
く
の
が
苦
手
」「
こ
の
授
業
を
通
し
て
自
分
の
日
本
語

力
を
高
め
た
い
」
と
書
く
学
生
が
と
て
も
多
い
で
す
。
正

確
な
日
本
語
表
現
が
苦
手
だ
と
い
う
自
覚
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
言
葉
に
よ
る
表
現
に
関
心
が
あ
る
学

生
が
本
学
に
は
多
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
語
検
定
に
は
語
彙
や
漢
字
、
敬
語
な
ど
の
６
つ
の

出
題
分
野
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
敬
語
や
文
法
は
短
期

間
で
も
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
で
、
日
本
語
検
定
の
点
数
が

飛
躍
的
に
伸
び
る
分
野
で
す
。
授
業
を
受
け
る
前
と
後
と

で
、
学
生
に
変
化
が
一
番
あ
る
の
は
、
敬
語
、
文
法
な
の

で
す
。

　

最
近
は
若
者
の
言
葉
の
乱
れ
が
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
、「
正
し
い
日
本
語
」「
美
し
い
日
本
語
」
に
接
す

る
機
会
が
非
常
に
少
な
い
環
境
に
い
ま
の
若
者
た
ち
は
生

継
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

 

「
大
学
で
働
く
私
た
ち
は
、
被
災
地
の
高
校

生
の
困
難
な
境
遇
を
い
つ
も
想
像
し
ま
す
。

東
北
で
は
、
い
ま
も
多
く
の
高
校
生
が
仮
設

住
宅
か
ら
長
時
間
か
け
て
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
当
然
、
勉
強
に
充
て
る
時
間
も
少
な

く
な
り
、
大
学
入
試
で
も
不
利
で
す
。
入
学

料
や
授
業
料
を
軽
減
す
る
な
ど
の
支
援
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
高
校
生
が
不
利
益
を
被
っ
て
い
な
い
と
考

え
る
の
は
早
計
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
な
に
か
、
も
っ
と
被
災
者
の

生
活
を
想
像
し
、
考
え
、
行
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
」（
永
山
）

　

職
員
有
志
の
会
で
は
、
今
後
も
出
来
る
限

り
被
災
地
へ
の
支
援
を
継
続
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
被
災
地
の
現

状
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を

積
極
的
に
展
開
し
た
い
と
言
う
。

 

「
被
災
地
の
現
状
と
そ
こ
で
私
た
ち
が
行
っ

て
い
る
活
動
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ

う
に
、
写
真
や
動
画
な
ど
を
活
用
し
て
広
く

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
学

生
に
対
す
る
説
明
会
な
ど
で
は
写
真
や
動
画

を
紹
介
し
て
い
る
の
で
す
が
、
言
葉
よ
り
も

よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
で
す
。
実
際
、
説
明

会
に
来
て
く
れ
た
学
生
の
多
く
は
自
分
に
何

が
で
き
る
の
か
が
わ
か
っ
て
不
安
も
な
く
な

り
、
毎
回
、
高
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
率
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
」（
永
山
）

　

３
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
写
真
は
、
永
山
た

ち
が
仙
台
市
若
林
区
で
２
０
１
２
年
９
月
に

片
付
け
た
土
地
が
、
２
か
月
後
に
は
早
く
も

農
地
と
し
て
再
生
し
た
様
子
だ
。
確
か
に
、

収
穫
量
も
わ
ず
か
で
あ
り
、
東
北
全
体
で
見

れ
ば
極
め
て
小
さ
な
成
果
だ
。
だ
が
、
離
農

者
が
増
加
す
る
東
北
に
あ
っ
て
、
こ
う
し
た

小
さ
な
変
化
の
積
み
重
ね
が
、
農
業
再
生
へ

の
希
望
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
永
山
は
期

待
す
る
。

 

「
現
状
を
甘
く
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、

希
望
を
失
っ
て
も
い
け
な
い
」。
そ
う
自
分

に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
東
京
経
済
大
学
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
抱

え
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
に
赴
く
。

東京経済大学・
東日本大震災復興支援
職員有志の会会長
学生課
永山和彦

　南三陸町の壮大な地に見えるものは、瓦

礫の山、家の基礎部分、トラックや重機の

みで、１年前と何も変わっていないという

印象を受け、これが現実なのだなと思い知

らされました。土を掘れば掘るほどガラス

や生活用品などさまざまなものが出てきま

す。子どもたちが気軽に泥遊びできる日は、

いつになったらくるのだろうと思いました。

仙台市のボランティアセンターでは、地元

のおばあちゃんたちが作ったキーホルダー

が販売されていました。田畑を失い、仕事

を失った被災者の生きがいづくりも深刻な

問題だと感じました。（経営学部４年女子）

仕事を失った人
々の

生きがいづくり
も課題

　震災から１年半以上経ったいまでも、宮城県の南三陸町は人が住める状態ではありません。「被災」「復興」「ボランティア」といった言葉はすでに世間から遠のいてしまっているようですが、本当はいま、そしてこれからが大事なのだと思います。私も本当はもう少し早く行っていればと後悔の念もありますが、このタイミングで大学のボランティア活動に参加できて本当に良かったです。留学生とかかわりが持てたことも勉強にもなりました。次回は、もっと現地の方とたくさん交流したいと思っています。（経済学部４年男子）

震災から１年半を経て
これからが大事と実感

　瓦礫の仕分けや草むしりなどやるべきこ
とは山ほどあり、全然時間が足りません。
地面を掘れば生活用品などが出てくる現状
に心が痛みました。このような作業を現地
の方々にさせるのは酷だとも思いました。
被災地に対する「一緒に頑張ろう！」とい
う思いは、震災直後より風化しつつありま
す。私たちができるのは小さなことかもし
れませんが、微力は無力ではありません。
東経大がボランティア活動をした場所が畑
になったと聞き、感動しました。小さなこ
としかできなくても、少しでも力になりた
い、と思います。（コミュニケーション学
部２年女子）

できることは小さくても

微力は無力ではない

　地震が少ないベトナムから留学してきた

私にとって、今回のボランティアは貴重な

経験でした。寒い時期のせいかボランティ

アは少なく、被災地のことが忘れられてい

る感じがしました。復興までは時間がかか

ると思いますが、一人でも多くの人が被災

地のことを忘れずにいることが大切だと思

います。私は、自分の目で見て、聞いて、

考えたことをたくさんのベトナム人留学生

や日本に住んでいるベトナム人に伝えて支

援の輪を広げ、東北でのボランティア活動

を計画的に行えるようにしたいです。（経

営学部４年男子留学生）

留学生に支援の輪を広げ

支援を計画的に続けたい

学生たちが
見たもの・
感じたこと

震災から
1年半

知の拠点として

正
し
い

日
本
語
で
す
か
？

現
代
若
者

「
日
本
語
」

事
情

大
学
が
手
を
掛
け
て

書
く
力
を
鍛
え
る
こ
と
で
、

就
業
力
、
そ
し
て

現
代
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

「
食
べ
れ
る
」

「
読
ま
さ
せ
て

い
た
だ
く
」

「
行
け
れ
る
」

う
え
の　

あ
さ
み
◎
東
担
当
科
目
は
「
日
本
文
学
Ⅰ
」「
日
本
語
表
現
Ⅰ
」「
文
章
表
現
基
礎
」。

専
門
は
日
本
中
世
文
学
、
説
話
文
学
、
仏
教
文
学
。

上
野 

麻
美 

東
京
経
済
大
学
経
済
学
部 

准
教
授
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き
て
い
る
か
ら
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
い
ま
ど
き
の
中
・

高
生
は
、
学
校
の
先
生
に
対
し
て
も
「
タ
メ
口
」
が
珍
し

く
な
い
と
聞
き
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
、「
で
す
」「
ま
す
」
で

結
ぶ
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
で
は
、
敬
語
は
な
か
な
か
身
に

つ
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
テ
レ
ビ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ら
抜
き
言
葉
」「
れ

足
す
言
葉
」
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
い
ま
の
学

生
は
、
本
を
読
む
と
い
っ
て
も
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
ズ
や
ケ
ー

タ
イ
小
説
な
ど
、
話
し
言
葉
に
近
い
文
章
で
書
い
て
あ
る

も
の
ば
か
り
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し
、
な
ん

で
も
「
検
索
」
で
き
る
時
代
、
自
分
の
興
味
を
満
た
す
た

め
に
時
間
を
か
け
て
一
冊
の
本
を
読
む
必
要
性
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
み
な
ら
ず
現
代
人
の
日
常
に
、

じ
っ
く
り
と
書
物
に
向
き
合
う
時
間
、
知
的
な
ゆ
と
り
が

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
に
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
文
章
表
現

基
礎
の
授
業
で
、
正
し
い
日
本
語
を
指
導
す
る
こ
と
は
、

学
生
の
成
長
に
と
っ
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
授
業
で
学

ん
だ
敬
語
を
使
っ
て
、
目
上
の
人
に
あ
て
た
手
紙
文
を
書

く
練
習
を
す
る
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
経
験
は
就
職
活
動

に
も
生
か
せ
る
で
し
ょ
う
し
、
実
際
に
仕
事
を
し
て
い
く

う
え
で
も
役
立
つ
は
ず
で
す
。
過
去
に
文
章
表
現
基
礎
を

履
修
し
た
学
生
が
、
就
職
活
動
を
行
う
中
で
、「
あ
の
授

業
で
学
ん
だ
こ
と
が
役
立
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
」
と
私
に
話
を
し
て
く
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。手

を
掛
け
れ
ば

書
く
力
は
高
ま
っ
て
い
く

　

文
章
表
現
基
礎
で
は
、
文
章
を
書
く
指
導
も
行
い
ま
す
。

日
本
語
検
定
試
験
の
勉
強
を
通
し
て
日
本
語
の
運
用
能
力

を
身
に
つ
け
た
ら
、
そ
の
能
力
を
使
っ
て
、
自
分
の
意
見

を
論
理
的
に
表
明
す
る
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
ろ
う
、

と
い
う
わ
け
で
す
。

　

い
き
な
り
長
い
文
章
は
書
く
の
は
大
変
で
す
か
ら
、
最

初
は
６
０
０
字
の
小
論
文
か
ら
始
め
ま
す
。
最
初
の
う
ち

は
、
学
生
が
書
く
小
論
文
は
説
明
不
足
で
、
ひ
と
り
よ
が

り
な
も
の
が
目
立
ち
ま
す
。
書
い
て
い
る
本
人
に
は
わ
か

る
の
だ
ろ
う
が
、
第
三
者
が
読
む
と
何
が
言
い
た
い
の
か

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
文
章
で
す
。
ま
た
、
意
見
を
述
べ

る
に
当
た
っ
て
は
そ
の
根
拠
を
示
す
よ
う
に
指
導
し
ま
す

が
、
根
拠
の
つ
も
り
で
示
し
た
も
の
が
実
は
根
拠
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
「
主
語
が
抜
け
て
い
る
か
ら
誰
の
行
動
か

が
わ
か
ら
な
い
」「
そ
う
考
え
る
根
拠
が
ど
こ
に
も
書
か

れ
て
い
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
学
生
の
書
い
た
文
章
を

細
か
く
添
削
し
ま
す
。
甘
い
目
で
見
れ
ば
「
き
っ
と
こ
う

い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
」
と
察
す
る
こ
と
は
で

き
る
の
で
す
が
、
あ
え
て
意
地
悪
に
指
摘
す
る
わ
け
で
す
。

赤
ペ
ン
で
た
く
さ
ん
修
正
指
示
や
疑
問
を
書
き
込
ん
で
、

同
じ
文
章
を
合
格
す
る
ま
で
何
回
も
書
き
直
さ
せ
ま
す
。

最
初
に
書
く
と
き
は
授
業
時
間
内
に
書
く
よ
う
に
指
導
し

ま
す
が
、
書
き
直
し
は
宿
題
で
す
。
合
格
印
が
押
さ
れ
な

い
限
り
、
何
度
で
も
家
で
書
き
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
で
最
多
は
７
回
の
書
き
直
し
で
し
た
。

　

書
き
直
し
は
教
師
に
と
っ
て
も
学
生
に
と
っ
て
も
大
変

で
す
。
し
か
し
、
書
き
直
す
過
程
で
こ
そ
、
文
章
を
書
く

力
が
身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。
添
削
さ
れ
て
赤
だ
ら
け
に

な
っ
た
文
章
を
た
だ
眺
め
て
「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
か
」
と

理
解
す
る
だ
け
で
は
、
書
く
力
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
教

え
る
側
が
手
を
掛
け
て
、
学
生
自
身
に
自
分
の
文
章
が
ど

う
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
把
握
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
だ
か
ら
、
授
業
で
は
、
赤
が
入
っ
た
原
稿
の
上
に
書

き
直
し
た
原
稿
を
重
ね
て
い
き
、
ホ
チ
キ
ス
で
と
め
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

課
題
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、
学
生
が
書
き
直
す
回

数
は
確
実
に
減
り
、
添
削
に
か
か
る
教
師
の
手
間
も
だ
ん

だ
ん
減
っ
て
い
き
ま
す
。
１
回
で
合
格
す
る
学
生
も
出
て

き
ま
す
。
こ
ち
ら
が
手
を
か
け
れ
ば
、
学
生
の
書
く
力
は

確
実
に
高
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

社
会
全
体
の
伝
え
る
力
が

低
下
し
て
い
る

　

文
章
を
書
く
こ
と
に
対
す
る
苦
手
意
識
を
克
服
さ
せ
よ

う
と
、
い
ま
、
ど
の
大
学
で
も
レ
ポ
ー
ト
を
た
く
さ
ん
課

し
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
こ
と
は
確
か
に
大
切
な

こ
と
で
す
が
、
た
く
さ
ん
書
け
ば
そ
れ
だ
け
で
う
ま
く
な

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
学
生
が
い
つ
ま
で
も
う
ま
く
書
け

な
い
ま
ま
な
ら
、
教
師
は
「
最
近
の
学
生
に
は
や
は
り
文

章
力
が
な
い
」
と
嘆
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
も
、
自
分
の
文
章
が
よ
く
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
よ
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

が
わ
か
ら
ず
、
文
章
を
書
く
こ
と
に
さ
ら
に
苦
手
意
識
を

持
っ
て
卒
業
し
て
し
ま
う
⋮
⋮
。
そ
ん
な
悪
循
環
を
早
期

に
断
ち
切
る
た
め
に
も
、
ど
う
書
い
た
ら
よ
い
か
を
学
生

が
丁
寧
に
教
わ
り
、
正
し
い
書
き
方
の
練
習
を
積
む
機
会

を
大
学
が
意
図
的
に
設
け
る
必
要
が
、
い
ま
日
本
の
大
学

に
は
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
の
書
く
力
の
低
下
に
は
、
社
会
的
な
背
景
が
あ
る

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
友
だ
ち
同
士
で
「
私

は
こ
う
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
⋮
⋮
」
と
意
見
を
交
わ
し
て

い
れ
ば
、
意
見
と
根
拠
を
セ
ッ
ト
で
述
べ
る
習
慣
が
自
然

と
身
に
つ
く
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
い
ま
の
学
生
は
友
だ
ち
と
の
間
で
議
論
す
る

こ
と
が
減
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
の
中
の
こ

と
に
対
し
て
意
見
を
持
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ

ど
、
友
だ
ち
と
熱
く
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う
機
会
が
少
な
い

よ
う
で
す
。
い
ま
、
私
た
ち
の
社
会
は
原
発
の
問
題
な
ど
、

じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
話
し
合
う
べ
き
課
題
を
多
く
抱

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
、

意
見
と
と
も
に
根
拠
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
若
者
を
育

て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
学
生
に
限
ら
ず
、
根
拠
を
述
べ
ず
に
意
見
だ
け

を
通
そ
う
と
す
る
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
強
い
言

検
定
問
題
に

挑
戦
！

日
本
語
検
定
に
は
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
社
会
人
ま
で
を
対
象
に
、

１
～
７
級
の
試
験
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
高
校
生
・
大
学
生
・
社
会
人
を

主
な
対
象
と
す
る
３
級
︵
中
級
Ⅰ
︶
の
問
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
題
／
敬
語

【
　
　
　
】
の
よ
う
な
場
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
（
　
　
）
部
分
は
ど
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
最
も
適
切

な
も
の
を
選
ん
で
、
①
〜
③
の
番
号
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
問
一
　【
取
引
先
に
、
打
ち
合
わ
せ
を
要
望
す
る
】

　
　
　
　
よ
ろ
し
け
れ
ば
来
週
中
に
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）。

　
　
　
　
①
　
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
②
　
お
目
に
か
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
③
　
お
会
い
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か

　
問
二
　【
医
者
が
、
患
者
に
指
示
す
る
】

　
　
　
　
あ
せ
ら
ず
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
リ
ハ
ビ
リ
を
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）。

　
　
　
　
①
　
い
た
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
②
　
さ
れ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
③
　
な
さ
ら
れ
て
く
だ
さ
い

■
問
題
／
文
法

　
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
き
、

│
部
分
の
言
い
方
は
適
切
で
し
ょ
う
か
。
適
切
で
あ
る
場
合
に
は
○
、
適
切
で
な
い
場
合

に
は
×
で
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
問
一
　
旅
行
代
金
の
計
算
に
は
、
空
港
使
用
料
も
含
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
問
二
　
ふ
だ
ん
料
理
を
し
な
い
彼
に
、
釣
っ
た
魚
を
さ
ば
か
せ
た
の
は
、
間
違
い
だ
っ
た
。

　
問
三
　
三
浦
く
ん
に
交
渉
を
任
せ
れ
ば
、
相
手
方
を
ち
ゃ
ん
と
説
得
し
て
こ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 ※

各
問
の
正
解
は
、
10
ペ
ー
ジ
下
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
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葉
で
押
し
通
そ
う
と
し
て
、
そ
れ
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
激

昂
し
、
最
後
に
は
「
ど
う
せ
あ
い
つ
に
は
わ
か
ら
な
い
」

と
断
絶
す
る
。
近
頃
の
社
会
は
ど
う
も
ぎ
す
ぎ
す
し
て
い

る
と
多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
伝
え
る

力
の
低
下
と
社
会
の
あ
り
よ
う
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
人
た
ち
の
中
に
は
「
勉
強
し
な
い
学
生
が
ダ
メ
な
の

だ
」
と
、
問
題
を
学
生
個
人
の
問
題
に
し
て
し
ま
う
人
も

い
ま
す
。
し
か
し
い
ま
の
学
生
は
、
普
通
に
生
活
し
て
い

る
限
り
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
育
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
東
日
本
大
震
災
以
降
の
学
生
た
ち
の
行
動

を
見
て
も
、
学
生
た
ち
に
は
社
会
貢
献
の
意
識
は
あ
り
、

ま
た
、
も
っ
と
世
の
中
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
意
見
は
あ
る
け
れ

ど
、
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
の
方
法
を
知
ら
な
い
、
そ
う
い

う
か
わ
い
そ
う
な
状
況
な
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

書
く
力
が
学
生
の
学
び
を

豊
か
に
す
る

　

１
年
次
に
論
理
的
な
文
章
を
書
く
訓
練
を
積
む
こ
と
で
、

就
職
後
に
必
要
な
社
会
人
基
礎
力
が
身
に
つ
く
だ
け
で
な

く
、
２
年
次
以
降
の
大
学
の
学
び
も
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

実
際
、
授
業
を
受
け
る
中
で
、
長
い
文
章
を
書
く
こ
と

に
対
す
る
抵
抗
が
学
生
た
ち
か
ら
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

長
い
文
章
が
書
け
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

く
る
と
、
学
生
に
自
信
が
生
ま
れ
ま
す
。
ほ
か
の
授
業
で

課
さ
れ
る
レ
ポ
ー
ト
に
も
自
信
を
持
っ
て
臨
め
る
は
ず
で

す
。

　

何
も
指
示
し
な
い
で
自
由
に
文
章
を
書
か
せ
る
と
、
段

落
を
分
け
な
い
で
延
々
と
書
く
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
学
生
の
文
章
は
、
た
だ
思
い
つ
い
た
こ
と

を
そ
の
ま
ま
書
き
連
ね
て
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
学
生

の
思
考
の
中
に
「
段
落
」
が
必
要
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
授
業
を
通
し
て
段
落
と
い
う
も
の
の
存
在
を

強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ど
う
い
う
順
序
で
考
え

を
述
べ
る
と
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
か
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
頭
の
中
で
も
、
序
論
、
本
論
、
結
論
と
い
っ

た
よ
う
に
論
理
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

学
生
は
、
本
学
で
の
４
年
間
で
授
業
や
サ
ー
ク
ル
な
ど

で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、
多
く
を
学
ぶ
は
ず
で
す
。
就

職
試
験
で
は
面
接
や
論
文
を
通
し
て
そ
れ
を
他
者
に
伝
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
せ
っ
か
く
よ
い
経
験
を
し
、
素

晴
ら
し
い
気
づ
き
を
得
た
の
に
、
そ
れ
を
相
手
に
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
と
し
た
ら
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で

す
。

　

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お

い
て
も
、
日
本
語
の
文
章
を
し
っ
か
り
書
け
る
力
は
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。「
国
語
力
の
あ
る
人
は
英

語
力
も
高
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
本
学
の
英
語
の
先
生
と

お
話
し
し
て
も
意
見
が
一
致
し
ま
す
。
日
本
語
の
文
章
を

し
っ
か
り
書
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
考
え
た
こ
と

を
言
葉
で
説
明
す
る
訓
練
が
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

そ
れ
が
使
う
言
語
が
日
本
語
か
ら
英
語
に
な
る
だ
け
の
話

だ
か
ら
で
す
。

　

数
学
者
の
藤
原
正
彦
氏
が
著
書
﹃
祖
国
と
は
国
語
﹄（
新

潮
社
）
の
中
で
「
英
語
が
話
せ
る
日
本
人
は
確
か
に
増
え

た
が
、
内
容
の
な
い
浅
薄
な
会
話
を
た
だ
英
語
で
す
る
よ

う
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
述
べ

て
い
ま
す
。
流
暢
な
英
語
だ
け
れ
ど
、
内
容
の
浅
い
こ
と

を
話
さ
れ
る
よ
り
も
、
た
と
え
拙
い
英
語
で
あ
っ
て
も
、

考
え
抜
い
た
し
っ
か
り
し
た
意
見
を
述
べ
る
人
の
話
に
耳

を
傾
け
た
い
⋮
⋮
ど
ん
な
国
の
人
で
あ
っ
て
も
、
知
的
な

人
ほ
ど
き
っ
と
そ
う
考
え
る
は
ず
で
す
。

　

し
っ
か
り
考
え
抜
い
た
意
見
を
、
相
手
に
わ
か
る
よ
う

な
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
力
を
学
生
に
養
う
こ
と
で
、
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
を
生
き
る
た
め
の
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
思

考
の
根
幹
を
育
て
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

■
正
解
■　

【
敬
語
】
問
一
…
①　

問
二
…
②　
　
【
文
法
】
問
一
…
×　

問
二
…
○　

問
三
…
○

農
業
の
視
点
か
ら

国
分
寺
の
魅
力
を
発
信
！

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
学
を
学
ぶ
福
士
ゼ
ミ

は
２
０
１
２
年
度
、
二
つ
の
学
内
Ｇ
Ｐ
（
グ

ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
を
地
域
・
社
会
貢

献
領
域
に
お
い
て
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
一
つ
が
、
昨
年
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ

た
「
Ｎ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
～
国
分
寺
野
菜
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
す
。
Ｎ-

１
の
Ｎ
は
「
農
業
」。
地
元
・
国
分
寺
産
の

野
菜
を
生
か
し
た
レ
シ
ピ
（
調
理
法
）
を
市

民
か
ら
募
り
、
最
優
秀
賞
（
商
品
券
３
万
円

分
）
１
作
と
、
優
秀
作
（
同
１
万
円
分
）
２

作
を
決
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

国
分
寺
は
中
央
線
が
止
ま
る
利
便
性
を
持

ち
な
が
ら
、
農
家
の
軒
先
で
地
場
野
菜
が
売

ら
れ
て
い
る
風
景
も
目
に
で
き
る
自
然
豊
か

な
町
で
す
。
し
か
し
近
年
、
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
宅
地
化
な
ど
を
背

景
に
、
国
分
寺
の
農
業
は
年
々
衰
退
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
国
分
寺
産
の
野
菜
を
使

っ
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
で
、

地
元
野
菜
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
お

う
と
福
士
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
は
考
え
ま
し
た
。

 

「
福
士
ゼ
ミ
で
は
、
行
政
と
市
民
と
の
討
論

会
﹃
ぶ
ん
じ
と
ー
く
﹄
の
企
画
運
営
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
場
で
ゼ
ミ
生
が
﹃
立
川
の

う
ど
、
小
平
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
よ
う
に
、
国

分
寺
を
代
表
す
る
野
菜
を
発
掘
し
、
地
域
資

源
と
し
て
確
立
し
た
い
﹄
と
構
想
を
語
っ
た

と
こ
ろ
、
国
分
寺
市
経
済
課
の
か
た
が
興
味

を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
」
と
、「
Ｎ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
責
任
者
で
あ
る
石
川
貴

明
さ
ん
（
経
済
学
部
３
年
）
は
、
イ
ベ
ン
ト

誕
生
の
経
緯
を
説
明
し
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
会
場
は
Ｊ
Ａ
東
京
む
さ
し
・

国
分
寺
支
店
。
地
域
で
飲
食
店
を
営
む
方
や

料
理
教
室
の
主
宰
者
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
な
ど

「
食
の
プ
ロ
」
を
審
査
員
に
招
き
、
観
覧
者

東経大の
社 会 貢 献 2

学
生
目
線
の
ま
ち
お
こ
し
で

﹁
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
﹂
か
ら
﹁
地
域
を
つ
く
る
大
学
﹂
へ

⋮
⋮
東
京
経
済
大
学
で
も
国
分
寺
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
学
生
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
と
軽
や
か
な
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
﹁
学
生
の
地
域
貢
献
﹂
を
考
え
、
実
行
す
る
福
士
正

博
・
経
済
学
部
教
授
の
ゼ
ミ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

も
っ
と元
気

地元の主婦や学生などから応募されたレシピは
書類審査を経て、本戦へ。福士ゼミの学生は企
画から運営までをすべて取り仕切りました。

最優秀賞は「ごちそう野菜
椀」。多種類の国分寺産の
野菜が使われ、しかも素材
が味が活かされていると審
査員、一般参加者から大好
評でした。

「学外の人とかかわり、社
会で求められるコミュニケ
ーション能力がなにかがわ
かった気がします」経済学
部３年　石川貴明さん

N-1グランプリ

地元の主婦や学生などから応募されたレシピは
書類審査を経て、本戦へ。福士ゼミの学生は企
画から運営までをすべて取り仕切りました。

最優秀賞は「ごちそう野菜
椀」。多種類の国分寺産の
野菜が使われ、しかも素材

査員、一般参加者から大好
評でした。

国
分
寺
を

に
！
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